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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、ラテンアメリカ各国における市民社会と民主主義が様々な種類の「暴力
」から挑戦を受けている現実を踏まえ、この「暴力」とそこから生じている「不安」を市民主導型の安全保障の構築を
通じて克服し、市民社会と民主主義の防衛・発展・深化を如何に進めるのか、この問題を課題とした。とりわけ、グロ
ーバル化と新自由主義の影響と密接に結びついた今日の「21世紀型暴力」は、地域社会のあらゆる領域に浸透し、また
、国境を越えた拡がりを持っている。それゆえ、ローカルなレベルでの民主的なガヴァナンスの構築を基盤とし、国境
を越えるリージョナル・ガヴァナンスとの連携を形成する必要性が確認された。

研究成果の概要（英文）：　After authoritarian and military regimes, political movements to establish 
democratic rule and civil society were experienced extensively in Latin American countries. On the other 
hand, much of the regions now suffers from pervasive violence including huuman rights violations, gangs, 
drug trafficking,
police corruption and so on. The World Bank's World Development Report 2011 focuse on the linkages 
between conflict, security and development, and emphasizes the coexistence democracy and violence. So 
this research analyzed ways of overcoming the challenges posed by various violence through the 
establishment of multi-level governance based onlocal/national/regional/global social movements' 
connections and networks.
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１．研究開始当初の背景 
 
ラテンアメリカでは、「暴力」が歴史的に
も広範囲に行われてきた。しかし、本研究課
題が対象とするのは、ラテンアメリカ にお
ける「暴力」一般ではない。軍事政権や抑圧
的政治体制の厳しい時代をくぐり抜け、民衆
の草の根的な社会運動や異議申し立てを基
盤に民主化を獲得し、市民社会の発展と民主
主義の確立を追求してきたラテンアメリカ
諸国がこの間、新自由主義とグローバル化の
展開と関わる多様で複雑な「暴力」（犯罪マ
フィアの多角化、人身売買、ドラッグ・トラ
フィキングと違法ドラッグ、違法伐採、武器
輸出、サイバー犯罪、資金洗浄、極右武装組
織、犯罪マフィア）に脅かされていた。 
こうした「暴力」は市民社会や政治空間に
拡大し、とくにローカルな空間やコミュニテ
ィに浸透し、社会の全般的軍事化をも引き起
こしていた。この諸困難に対応し克服するた
めに、市民は市民社会や民主主義を一層発展
させることで「人間の安全保障」を確保しで
きるか、ラテンアメリカはきわめて重大な状
況におかれていた。以上の政治的･社会的背
景は研究レベルでまだ十分に分析されてい
なかった。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は、ラテンアメリカ各国にお
ける市民社会と民主主義が様々な種類の「暴
力」から挑戦を受けている現実を踏まえ、こ
の「暴力」とそこから生じている「社会的不
安」を市民主導型の安全保障の構築を通じて
克服し、市民社会と民主主義の防衛・発展・
深化を如何に進めるのか、この課題をローカ
ル・ガヴァナンスの形成を基盤とし、リージ
ョナル・ガヴァナンスとの連携構築の視点か
ら検討するものである。 

 

３．研究の方法 
本研究の課題を遂行するために、新自由主
義とグローバル化が引き起こす様々な社会
的･政治的･経済的インパクトを踏まえ、暴力
や犯罪の発生原因や背景、その社会への浸透
のメカニズム、市民社会と社会運動を基盤に
したそれへの対抗・克服戦略と「人間の安全
保障」の形成、そしてガヴァナンス構築の必
要性と可能性を実証と理論の両面から検討
した。 
 (1)研究方法の第一は、理論的な整理と再考
である。「市民社会」、「民主主義」、「越境型
暴力」、「国家の強靭さ」、「ガヴァナンス」、「市
民主導型の安全保障」、「参加」、「アソシエー
ション」、「ポピュリズム」、「リージョナリズ
ム」といった基本的概念の再検討が必要とな
った。それぞれの概念は独立したものと把握
するのではなく、相互に関連させることが不
可欠である。 
(2)以上の基本的概念の再検討とラテンア
メリカの「暴力」との連関性を多様な側面か

ら具体的に検討されなければならない。そこ
で、現地調査による実態把握が不可欠となり、 
政治体制の類型化に基づいた複数の国の訪
問の機会を設けた。 
①第１に、新自由主義政策および NAFTA
（北米自由貿易協定）による経済の分極化や
越境型犯罪・暴力などのリージョナル化の諸
問題を抱えるメキシコにおける現地調査。 
②Mercosur（南米南部共同市場）をはじめ

UNASUR（南米諸国連合）、ALBA（米州ボ
リバル代替統合）など目的と性格の異なるリ
ージョナリズムが並存なする南米諸国、とり
わけブラジルとアルゼンチンを中心に据え
た。 
③また、ローカル･ガヴァナンスと市民社
会および民主主義との関係を考察するため
にブラジルのポルト･アレグレ市に注目した。 
④左派的傾向が強い政権における政治空
間のダイナミズム、そして政治主体の複雑な
対抗･協力関係を考察するために、ベネズエ
ラ、エクアドルなどを調査した。 
 
４．研究成果 
本研究において、以下の研究成果を挙げる
ことができる。 
(1)ラテンアメリカの暴力と犯罪により市 
民社会と民主主義が深刻な危機に直面して
いた。とりわけ、新自由主義型グローバル化
が市民生活に与えた負の影響、すなわち「人
間の安全保障」に関わる経済的・社会的基盤
（貧困、失業、ライフラインの破壊、教育や
社会保障、移民など）の喪失、そして法の支
配の軽視が暴力と犯罪の背景に横たわって
いた。それは越境犯罪（テロ、人身売買、違
法伐採、違法ドラッグ、武器輸出、サイバー
犯罪、資金洗浄などの問題群）に典型的に見
出されるように、地域住民の日常生活への脅
威と不安を生み出している。 
(2)域内各国の市民社会および国家・政治 
社会の脆弱性が暴力や犯罪に重要な関係が
見出される。すなわち、犯罪、紛争、暴力、
腐敗などに対する市民社会による解決・克服
能力の潜在力には政治空間や市民社会の柔
軟性と強靭さが関係していた。 
(3)上記の点とも関わって、暴力や犯罪へ
の対応には、市民生活の基盤であるローカル
なコミュニティからの取り組み、すなわち、
市民主導型の安全保障構築が重要になる。こ
れは、市民社会における多様なアソシエーシ
ョンの活動が、政治社会における諸アクター
（政党や官僚）との協力関係、シナジー関係
を維持し、発展させられるか、この点が重要
であった。 
(4)越境型暴力や犯罪が日常化している今
日、監視社会や管理社会の論理と現実に取り
込まれることなく、市民主導型の安全保障の
構築をナショナル、リージョナル、グローバ
ルな安全保障の形成と、またそれら各レベル
のガヴァナンス構築や連携の構想のなかに
位置づけることが不可欠である。 



(5)したがって、今日の越境型暴力にはリ
ージョナルなガヴァナンスを意識的に構築
する努力が要請された。メキシコの「正義と
尊厳をもった平和の行進」（MPJD）による国
境を越えた運動への呼びかけ、南米における
民衆によるリージョナル･ガヴァナンスの動
き、さらには世界社会フォーラムのような運
動などを包含する重層的なガヴァナンス構
築のなかに今日の暴力と犯罪に立ち向かう
多様な要素が見られた。 
(6)『世界開発報告（WDR）2011』の中心的
メッセージは、「暴力の連鎖を打破するため
には、市民の安全と正義、及び雇用を提供す
るための正当な制度と統治を強化すること
が決定的に重要である」ということである。
そして、「人間の安全保障」概念をベースに
した地方・国家・地域・国際機関がそれぞれ
の役割を果たす「多層的なアプローチ」の有
効性を強調している（WDR ,2011:4）。これは、
本研究課題がきわめて適切かつ時宜にかな
っていることを示唆するものであろう。その
意味でも、ラテンアメリカにおける暴力と犯
罪をめぐる諸問題に本研究は貢献している。 
（7）ポスト新自由主義を探求していたラテ
ンアメリカの「左派」政権においても多くの
諸問題と限界が露呈する今日、ポピュリズム
に訴えることなく、市民主導型の安全保障構
築を前提とした「国家-市民社会」関係を再
考すること、この枠組みのなかで越境型の暴
力や犯罪を埋め込む構想が今後重要になる
と思われる。 
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